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は
じ
め
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
形
成
は
中
国
大
陸
（
以
下
、
大
陸
）
に
お
け
る
大
河
文
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
中
原
を
支
配
し
た
周
王
朝
以
降
、
秦
が
統
一
国
家
を
形
成
し
て
い
く
。
漢
字
は
甲
骨
文
字
に
そ
の
系
統
の
最
初
を
見
る
が
、
大
陸
の
都
市
国
家
で
独
自
の
成
長
も
見
ら
れ
、
秦
朝
に
至
っ
て
公
式
な
書
体
「
小
篆
」
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
時
代
が
降
る
に
従
い
、
漢
字
は
大
陸
の
周
辺
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
。
大
陸
文
化
を
主
導
的
に
形
成
し
て
い
っ
た
中
原
か
ら
見
る
と
、
山
東
省
は
東
夷
と
呼
ば
れ
、
秦
朝
以
降
は
そ
の
先
に
あ
る
朝
鮮
半
島
、
日
本
に
住
む
異
民
族
が
こ
の
呼
称
を
得
て
い
る
。
中
原
に
お
け
る
先
進
的
な
文
化
形
成
と
比
較
す
る
と
、
周
辺
諸
国
の
国
家
形
成
は
は
る
か
に
遅
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
に
お
け
る
彼
我
の
科
学
力
の
差
は
、
中
国
の
史
書
が
示
す
よ
う
に
冊
封
、
朝
貢
に
よ
り
国
家
形
成
が
進
め
ら
れ
た
。
わ
が
国
は
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
に
「
建
武
中
元
二
年
倭
奴
國
奉
貢
朝
賀
使
人
自
稱
大
夫
倭
國
之
極
南
界
也
光
武
賜
以
印
綬
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
朝
貢
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
は
「
倭
人
在
帶
方
東
南
大
海
之
中
、
依
山
爲
國
邑
。
舊
百
餘
國
、
漢
時
有
朝
見
者
。
今
使
譯
所
通
三
十
國
。」
と
あ
る
よ
う
に
漢
の
こ
ろ
よ
り
朝
貢
が
あ
り
、
今
、
三
十
か
国
が
使
者
を
使
わ
せ
て
い
る
と
記
録
さ
れ
る
。
当
然
な
が
ら
、
漢
字
を
用
い
、
大
和
王
権
に
至
る
過
程
で
の
文
化
受
容
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
古
事
記
』（
応
神
天
皇
二
十
年
己
酉
（
二
八
九
年
））
に
従
え
ば
「
和
邇
吉
師
。
即
論
語
十
卷
・
千
字
文
一
卷
、
并
十
一
卷
、
付
是
人
即
貢
進
。」
と
あ
る
。
こ
の
記
録
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
千
字
文
が
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
疑
問
視
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
が
、
国
家
形
成
の
過
程
に
お
い
て
、
漢
字
と
論
語
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
受
容
さ
れ
た
と
推
論
し
、
以
下
に
論
語
受
容
と
と
も
に
、
儒
教
が
我
が
国
に
及
ぼ
し
た
あ
り
方
に
つ
い
て
、
孔
子
像
祭
祀
を
中
心
に
美
術
史
的
な
観
点
か
ら
解
釈
を
加
え
た
い
。
一
、
大
陸
に
お
け
る
孔
子
像
の
出
現
孔
子
（
紀
元
前
五
五
二
〜
紀
元
前
四
七
二
）
が
仕
え
た
魯
の
哀
公
は
『
論
語
』
中
に
散
見
さ
れ
、「
為
政
」
篇
に
は
「
哀
公
問
曰
、
何
為
則
民
服
、
孔
子
對
曰
、
舉
直
錯
諸
枉
、
則
民
服
、
舉
枉
錯
諸
直
、
則
民
不
服
」
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
荀
子
』
哀
公
篇
、『
中
庸
』
な
ど
に
そ
の
問
答
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
廟
の
祖
型
は
孔
子
の
死
後
に
哀
公
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
公
元
前
四
七
九
年
、
孔
子
去
世
、
魯
哀
公
作
誄
致
悼
、
次
年
、
因
孔
子
故
居
作
廟
」盧
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
秦
の
時
代
に
は
「
焚
書
坑
儒
」
の
受
難
が
見
ら
れ
た
が
、
漢
代
に
な
っ
て
、
董
仲
舒
に
よ
っ
て
国
家
教
学
と
し
て
徴
用
さ
れ
る
に
至
り
、
孔
子
廟
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
よ
う
に
江
西
省
海
昏
侯
墓
か
ら
、
西
漢
、
日
本
で
い
う
前
漢
時
代
に
奉
納
さ
れ
た
最
古
の
孔
子
像
が
発
見
さ
れ
た
盪
。
本
通
信
は
北
京
日
報
を
典
拠
に
報
じ
て
お
り
、
記
事
に
よ
れ
ば
棺
を
納
め
た
「
主
椁
室
」
西
室
か
ら
人
物
を
描
い
た
屏
風
が
発
見
さ
れ
、
人
物
の
下
に
「
孔
子
」、「
顔
回
」
な
ど
の
尊
名
が
確
認
で
き
、
最
古
の
孔
子
像
で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
孔
子
の
肖
像
は
前
漢
時
代
に
は
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
孔
子
像
と
老
子
像
が
描
か
れ
た
「
孔
子
見
老
子
」
図
は
後
漢
時
代
と
さ
れ
る
斉
山
画
像
第
三
石
第
一
層
（
武
氏
墓
群
石
刻
博
物
館
蔵
）
に
見
ら
れ
、『
史
記
』
孔
子
世
家
を
基
に
し
た
「
孔
子
問
礼
」
図
を
表
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
蘯
。
肖
像
の
ほ
か
に
、
孔
子
世
家
が
伝
え
る
伝
記
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
、
絵
画
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
北
魏
後
期
と
さ
れ
る
懸
空
寺
（
山
西
省
大
同
市
渾
源
県
）
は
儒
、
仏
、
道
の
三
教
を
一
体
化
し
、
孔
子
、
釈
迦
、
老
子
が
彫
像
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
の
大
陸
で
の
受
容
後
、
大
陸
の
中
で
醸
成
さ
れ
た
道
教
、
儒
教
と
仏
教
の
共
存
す
る
あ
り
か
た
が
具
体
的
な
礼
拝
の
形
と
な
っ
て
表
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
盻
。
儀
礼
空
間
の
表
象
―
日
本
の
孔
子
像
の
変
遷
に
つ
い
て
―
礼
拝
空
間
│
超
越
者
と
対
峙
す
る
場
の
創
造
（
第
六
九
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
当
番
機
関
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
守
屋
正
彦
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孔
子
が
単
体
の
肖
像
彫
刻
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
「
日
本
會
常
會
」
に
お
け
る
塚
本
靖
講
演
記
録
「
孔
子
の
像
に
つ
い
て
」眈
に
お
い
て
「
支
那
に
於
け
る
孔
子
の
彫
塑
像
は
、
書
物
に
見
え
た
所
で
は
、
東
魏
の
孝
静
帝
の
興
和
三
年
（
五
四
一
）、
即
今
を
遡
る
こ
と
千
三
百
七
十
九
年
前
、
州
刺
史
李
が
初
め
て
聖
像
を
建
て
十
子
を
彫
し
て
、
之
を
曲
阜
の
孔
子
廟
に
置
い
た
と
あ
る
、
初
め
て
と
云
ふ
字
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
是
が
初
め
ら
し
く
思
は
れ
る
、
し
か
し
な
が
ら
『
水
経
注
』
を
見
る
と
、
其
曲
阜
の
孔
子
廟
の
事
を
記
し
た
處
に
「
夫
子
在
西
間
東
向
、
顔
母
在
中
間
南
面
」
と
あ
り
ま
す
、
是
は
文
章
の
上
か
ら
見
て
多
分
彫
塑
像
で
あ
る
か
の
様
に
思
は
れ
る
、『
水
経
注
』
の
出
来
た
の
は
東
魏
よ
り
は
前
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
孔
子
の
彫
塑
像
は
東
魏
に
始
ま
つ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
か
ら
有
つ
た
ら
し
い
、
東
漢
の
末
に
出
来
た
武
梁
祠
の
刻
石
を
見
る
と
、
先
祖
の
像
を
立
體
に
造
り
、
子
孫
が
是
に
供
へ
物
を
す
る
形
が
あ
る
、
斯
か
る
習
慣
が
東
漢
の
頃
既
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
山
東
の
孔
子
廟
の
孔
子
像
も
多
分
六
朝
よ
り
前
に
あ
つ
た
も
の
と
見
て
差
支
な
か
ろ
う
と
思
ふ
」
と
推
論
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
ち
に
塚
本
は
『
東
京
帝
室
博
物
館
講
演
集
』
第
二
冊
に
「
孔
子
の
像
に
就
い
て
」
を
纏
め
て
い
る
眇
。
宋
濂
著
『
孔
子
廟
堂
議
』
に
は
「
古
者
、
造
木
主
以
棲
神
、
天
子
諸
侯
之
廟
皆
有
主
。
卿
大
夫
雖
無
之
、
大
夫
束
帛
以
依
神
、
士
結
茅
為
叢
、
無
有
像
設
之
事
。
《
開
元
禮
》
亦
謂
設
先
聖
神
座
於
堂
上
西
楹
間
、
設
先
師
神
座
於
先
聖
神
座
東
北
、
席
皆
以
莞
、
則
尚
掃
地
而
祭
也
、
今
因
開
元
八
年
之
制
、
摶
土
而
肖
像
焉
、
則
失
「
神
而
明
之
」
之
義
矣
」
と
あ
る
眄
。
孔
子
像
を
礼
拝
本
尊
と
し
て
祀
る
あ
り
方
は
『
礼
記
』「
文
王
世
子
」
篇
に
釈
奠
、
い
わ
ゆ
る
孔
子
祭
典
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。『
礼
記
』
は
す
で
に
漢
代
に
成
立
し
て
い
る
。
『
史
記
』
高
祖
本
記
に
は
前
漢
を
興
し
た
高
祖
（
劉
邦
）
が
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
孔
子
葬
魯
城
北
泗
上
」
の
の
ち
の
こ
と
と
し
て
、「
高
皇
帝
過
魯，
以
太
牢
祠
焉
。」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
祖
が
孔
子
の
礼
拝
を
す
る
に
、
大
牢
を
も
っ
て
祀
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
牢
は
天
使
が
社
稷
を
祀
る
と
き
に
犠
牲
を
供
え
る
こ
と
を
言
う
が
、
釈
奠
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
我
が
国
へ
は
す
で
に
孔
子
を
祀
る
あ
り
方
が
成
立
し
て
の
ち
に
伝
来
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二
、
我
が
国
に
お
け
る
釈
奠
に
つ
い
て
儒
教
は
『
古
事
記
』（
応
神
天
皇
二
十
年
己
酉
）
に
は
「
和
邇
吉
師
。
即
論
語
十
卷
・
千
字
文
一
卷
、
并
十
一
卷
、
付
是
人
即
貢
進
。」
に
見
え
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』（
応
神
天
皇
一
六
年
）
に
「
十
六
年
春
二
月
、
王
仁
來
之
。
則
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
之
、
習
諸
典
籍
於
王
仁
莫
不
通
達
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』（
継
体
天
皇
七
年
六
月
）
に
「
貢
五
經
博
士
段
楊
爾
」
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
従
え
ば
継
体
天
皇
は
欽
明
天
皇
の
父
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
仏
教
公
伝
よ
り
早
く
に
受
容
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
孔
子
像
の
成
立
は
、『
續
日
本
紀
』（
巻
第
三
、
大
宝
三
年
二
月
）
に
「
丙
申
。
從
七
位
下
茨
田
足
嶋
。
衣
縫
造
孔
子
。
並
賜
連
姓
。」
と
の
記
述
が
初
見
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
七
○
三（
大
宝
三
）年
に
茨
田
足
嶋
が
孔
子
像
を
縫
っ
た
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
繍
仏
と
同
様
の
制
作
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
養
老
令
』
学
令
に
は
釈
奠
と
し
て
「
毎
年
春
秋
二
仲
之
月
上
丁
、
釈
奠
於
先
聖
孔
宣
父
。
其
餞
酒
明
衣
所
須
、
並
用
官
物
。」
と
あ
る
。
大
陸
に
お
け
る
釈
奠
に
つ
い
て
、
中
野
昌
代
著
「
唐
代
の
釈
奠
に
つ
い
て
」眩
で
、「
釈
奠
が
唐
よ
り
渡
来
し
た
儀
式
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
唐
で
は
中
祀
と
し
て
「
祀
令
」
に
規
定
さ
れ
る
国
子
監
の
重
要
な
「
祭
祀
」
で
あ
り
、
日
本
で
は
「
学
令
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
当
然
様
々
な
相
違
が
み
ら
れ
、
儀
式
の
根
幹
を
な
す
犠
牲
に
つ
い
て
も
、
唐
が
特
別
に
飼
育
さ
れ
た
大
牢
（
牛
・
羊
・
豚
）
を
享
日
の
朝
に
屠
り
、
礼
に
よ
っ
て
割
く
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
狩
猟
に
よ
っ
て
得
た
三
牲
大
（
鹿
・
小
鹿
・
豕
）
を
す
で
に
解
体
し
た
状
態
で
用
い
て
い
る
。
と
く
に
、
平
安
時
代
に
な
り
貴
族
社
会
に
穢
意
識
が
浸
透
す
る
に
と
も
な
い
、
三
牲
を
忌
避
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
状
況
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
唐
で
は
饋
享（
祭
祀
）→
講
学
と
い
う
次
第
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
饋
享→
講
学
の
後
に
宴
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。」
と
そ
の
相
違
を
述
べ
て
い
る
。
さ
て
我
が
国
に
お
け
る
釈
奠
の
記
録
を
確
認
す
る
と
、
平
安
時
代
中
期
に
纏
め
ら
れ
た
『
延
喜
式
』
卷
第
二
十
大
學
寮
に
「
釋
奠
十
一
座
。
二
座
。
先
聖
文
宣
王
、
先
師
顏
子
。」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
二
座
。
先
聖
文
宣
王
、
先
師
顏
子
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
仏
座
同
様
に
彫
像
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
孔
子
、
顔
子
の
木
主
で
あ
る
の
か
は
明
ら
(2)
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か
で
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
や
や
降
る
『
江
家
次
第
』
第
五
（
延
久
四（
一
○
七
二
）年
四
月
）
に
は
、「
二
月
一
釈
奠
近
代
不
行
晴
儀
、
齊
信
卿
行
之
、
不
叶
時
勢
、
仍
雨
儀
注
之
、」
と
あ
り
、
そ
の
後
段
に
「
延
久
四
年
三
月
十
四
日
甲
午
、
権
中
納
言
源
隆
俊
卿
著
仗
座
、
被
奏
大
学
寮
先
聖
・
先
師
・
九
哲
等
廟
像
可
被
修
補
日
時
勘
文
、
四
月
三
日
壬
子
時
、
件
像
元
慶
四
年
巨
勢
金
岡
以
唐
本
所
奉
図
絵
也
、
而
年
序
久
積
破
損
尤
多
、
仍
所
被
修
復
也
、
其
用
途
料
依
本
寮
請
奏
可
召
諸
国
云
云
、
四
月
三
日
壬
子
、
今
日
大
学
廟
像
奉
修
補
、
右
少
弁
大
江
朝
臣
匡
房
・
右
大
史
紀
成
季
参
向
彼
寮
行
事
、
其
料
物
等
任
本
寮
請
奏
、
下
給
宣
旨
於
所
司
・
諸
国
也
、
或
説
曰
、
吉
備
大
臣
入
唐
、
持
弘
文
館
之
画
像
来
朝
、
安
置
太
宰
府
学
業
院
、
大
臣
又
命
百
済
画
師
奉
図
彼
本
、
置
大
学
寮
云
云
、
先
聖
・
先
師
、
古
者
以
周
公
為
先
聖
、
孔
子
為
先
師
、
唐
太
宗
貞
観
二
年
、
以
顔
子
為
先
師
、」
と
記
述
さ
れ
る
。
大
学
寮
の
先
聖
、
先
師
、
九
哲
の
像
が
破
損
し
た
た
め
、
大
江
匡
房
修
理
料
を
諸
司
、
諸
国
に
課
し
た
と
い
う
。
ま
た
、「
或
説
曰
」
と
し
て
、
吉
備
大
臣
将
来
の
大
宰
府
学
業
院
安
置
の
弘
文
館
の
画
像
を
百
済
画
師
が
写
し
大
学
寮
に
置
い
た
と
伝
え
て
い
る
眤
。
こ
の
記
事
か
ら
は
「
大
学
寮
先
聖
・
先
師
・
九
哲
等
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
ら
は
巨
勢
金
岡
が
唐
本
を
写
し
た
絵
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
続
群
書
類
従
』
第
一
○
輯
ノ
上
公
事
部
、
師
光
年
中
行
事
に
「
孔
子
、
顔
子
、
九
哲
の
画
像
を
祀
っ
た
と
あ
る
。
大
陸
に
お
け
る
孔
子
廟
で
も
礼
拝
空
間
を
飾
る
孔
子
は
北
京
の
孔
子
廟
で
は
木
主
、
曲
阜
で
は
孔
子
の
彫
像
と
両
廟
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
。
ま
た
「
座
」
の
解
釈
と
し
て
、
大
陸
に
お
い
て
は
、
伝
存
す
る
孔
子
像
に
坐
像
は
見
ら
れ
ず
、
倚
像
、
あ
る
い
は
立
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
延
喜
式
』
に
記
載
の
座
は
木
主
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
、
我
が
国
の
孔
子
像
（
彫
像
）
と
礼
拝
空
間
に
つ
い
て
礼
拝
空
間
に
お
け
る
孔
子
の
祀
ら
れ
方
は
我
が
国
に
お
い
て
も
大
陸
同
様
に
木
主
、
画
像
、
彫
像
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
彫
像
に
つ
い
て
現
存
作
例
で
は
足
利
学
校
孔
子
像
が
初
見
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
現
存
す
る
大
陸
に
あ
る
孔
子
像
は
前
述
の
よ
う
に
倚
像
、
あ
る
い
は
立
像
で
あ
り
、
坐
像
は
我
が
国
に
お
け
る
孔
子
の
表
現
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
足
利
学
校
孔
子
坐
像
は
胎
内
墨
書
銘
か
ら
六
世
庠
主
日
新
文
伯
の
代
で
あ
っ
た
天
文
三
（
一
五
三
四
）年
に
制
作
を
は
じ
め
、
翌
年
（
一
五
三
五
）
に
完
成
し
た
。
大
沢
慶
子
著
「
足
利
学
校
孔
子
坐
像
考
」眞
に
よ
れ
ば
、
像
は
ヒ
ノ
キ
材
寄
木
造
、
玉
眼
嵌
入
で
、
頭
巾
並
び
に
儒
服
の
襟
に
金
泥
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
像
内
墨
書
名
、
並
び
に
像
底
部
の
墨
書
に
よ
っ
て
、
願
主
が
執
権
長
尾
憲
長
と
推
論
さ
れ
、
造
像
は
六
十
六
部
清
源
が
脇
工
を
担
当
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
像
を
担
当
し
た
仏
師
に
つ
い
て
、
鎌
倉
大
仏
所
を
称
す
る
弘
円
の
作
例
に
通
じ
る
表
現
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
孔
子
の
造
像
に
つ
い
て
は
仏
師
が
担
当
し
た
と
解
釈
し
た
い
。
さ
て
、
大
陸
に
お
け
る
孔
子
像
（
彫
像
）
に
つ
い
て
、
先
に
掲
げ
た
宋
濂
著
『
孔
子
廟
堂
議
』眥
に
は
「
古
者
、
造
木
主
以
棲
神
、
天
子
諸
侯
之
廟
皆
有
主
。
卿
大
夫
雖
無
之
、
大
夫
束
帛
以
依
神
、
士
結
茅
為
叢
、
無
有
像
設
之
事
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
造
木
主
以
棲
神
」
木
主
に
神
を
棲
ま
し
、「
無
有
像
設
之
事
」
像
有
り
て
之
を
設
け
る
こ
と
な
し
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
礼
拝
空
間
に
お
け
る
孔
子
の
彫
像
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
足
利
学
校
以
前
に
お
い
て
、
礼
拝
空
間
に
は
ど
の
よ
う
に
孔
子
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
の
釈
奠
に
つ
い
て
は
、
翠
川
文
子
著
「
釈
奠
（
二
）
│
孔
子
像
│
」眦
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
古
代
か
ら
続
く
宮
中
行
事
の
釈
奠
に
つ
い
て
は
孔
子
は
木
主
、
あ
る
い
は
画
像
、
あ
る
い
は
彫
像
で
あ
る
か
は
文
献
の
記
述
か
ら
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
で
あ
る
と
表
記
し
て
い
な
い
。
釈
奠
が
中
世
以
降
、
武
家
が
祀
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
早
く
は
足
利
学
校
や
菊
池
の
孔
子
堂
（
一
四
七
七
年
釈
奠
）
な
ど
、
聖
像
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
や
釈
奠
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
、
彫
像
に
よ
る
礼
拝
空
間
の
出
現
を
述
べ
、「
な
お
、
明
代
に
木
主
使
用
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
中
国
に
対
し
て
、
尾
張
・
加
賀
・
佐
竹
・
萩
な
ど
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
は
像
を
祀
っ
た
の
が
我
が
国
の
特
色
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
て
、
早
く
に
孔
子
像
（
彫
像
）
が
成
立
し
た
の
は
翠
川
文
子
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
足
利
学
校
と
菊
池
の
孔
子
堂
の
像
で
あ
っ
た
。
菊
池
市
に
あ
る
孔
子
堂
は
同
地
に
あ
る
菊
池
市
教
育
委
員
会
の
孔
子
堂
趾
に
建
て
ら
れ
た
解
説
に
従
え
ば
、
文
明
四（
一
四
七
二
）年
、
二
十
一
代
菊
池
重
朝
が
家
臣
隈
部
忠
直
信
と
と
も
に
孔
子
と
門
人
十
哲
の
像
を
祀
る
孔
子
廟
（
聖
堂
）
を
建
て
、
家
臣
に
儒
学
を
奨
励
し
た
こ
と
に
よ
る
。
現
存
し
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
在
で
は
「
こ
の
堂
に
孔
子
の
画
像
と
十
哲
の
像
を
祭
り
、
家
臣
を
集
め
て
儒
学
を
講
じ
、
春
秋
に
釈
奠
の
礼
を
行
っ
た
」
と
伝
え
る
こ
と
か
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ら
、
造
像
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
近
世
以
前
で
は
足
利
学
校
像
が
嚆
矢
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
足
利
学
校
安
置
の
孔
子
像
に
つ
い
て
は
大
陸
と
様
式
が
異
な
る
た
め
、
典
拠
と
な
る
粉
本
に
つ
い
て
は
大
陸
よ
り
輸
入
し
た
版
本
に
描
か
れ
た
図
像
が
想
定
で
き
る
。
前
出
の
大
沢
慶
子
著
「
足
利
学
校
孔
子
坐
像
考
」
に
は
、
本
像
の
造
像
の
典
拠
と
な
っ
た
図
像
の
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
論
文
で
は
狩
野
探
幽
筆
「
孔
子
・
二
弟
子
図
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
と
比
較
し
、「
そ
の
形
姿
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
儒
服
の
襟
元
か
ら
下
の
衣
が
そ
の
右
側
部
分
が
少
し
た
わ
ん
で
内
側
に
見
え
る
表
現
、
額
の
し
わ
、
眉
を
ひ
そ
め
愁
い
を
お
び
た
顔
貌
表
現
、
羽
扇
を
持
つ
右
手
の
指
の
開
き
具
合
、
足
元
を
包
む
表
現
な
ど
細
か
い
点
に
類
似
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
し
て
、
造
像
の
典
拠
と
な
っ
た
同
様
粉
本
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
足
利
学
校
像
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
に
谷
文
晁
、
近
代
で
は
田
崎
草
雲
が
孔
子
坐
像
を
絵
画
と
し
て
い
る
。
足
利
学
校
孔
子
像
は
基
本
的
に
は
杏
壇
図
に
描
か
れ
た
孔
子
の
姿
を
現
し
て
い
る
。
宋
代
に
著
さ
れ
た
孔
伝
著
『
東
家
雑
記
』
に
載
る
杏
壇
図
（
図
１
）
に
は
孔
子
が
杏
壇
に
座
し
て
、
講
義
を
行
う
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
頭
巾
を
冠
り
、
儒
服
を
ま
と
う
姿
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
杏
壇
で
坐
し
た
姿
に
描
か
れ
た
孔
子
像
は
、
玄
証
筆
『
先
徳
図
像
』（
図
２
）
に
載
る
。
玄
証
は
平
安
時
代
の
真
言
密
教
の
学
僧
で
、
多
く
の
聖
教
類
を
書
写
、
ま
た
収
集
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
白
描
に
よ
る
本
図
は
優
れ
た
画
技
に
よ
り
、
古
来
よ
り
の
孔
子
像
を
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
玄
証
本
が
典
型
で
あ
っ
た
と
推
論
し
う
る
傍
証
と
し
て
、
絹
本
着
色
「
孔
子
像
」
一
幅
（
図
４
、
鎌
倉
時
代
・
一
三
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
羽
扇
は
見
ら
れ
な
い
が
、
玄
証
本
と
酷
似
し
た
姿
形
で
、
手
前
の
脇
息
に
左
腕
を
凭
れ
る
よ
う
に
正
面
観
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
は
大
陸
と
は
異
な
る
、
孔
子
坐
像
が
成
立
し
て
い
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
四
、
礼
拝
空
間
に
お
け
る
孔
子
彫
像
安
置
の
意
味
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
は
、
我
が
国
の
孔
子
の
祭
祀
と
そ
の
礼
拝
空
間
に
つ
い
て
、
孔
子
像
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
我
が
国
で
は
時
代
と
と
も
に
、
釈
奠
を
行
う
祭
祀
の
在
り
方
に
変
化
が
あ
っ
た
。
律
令
時
代
に
は
大
学
寮
に
お
い
て
、
釈
奠
を
行
っ
て
き
た
。
大
宝
元（
七
○
一
）年
『
大
宝
令
』
に
よ
っ
て
、
釈
奠
が
藤
原
宮
大
学
寮
に
始
ま
り
、
久
寿
元（
一
一
五
四
）年
に
大
学
寮
が
倒
壊
し
、
治
承
元（
一
一
七
七
）年
に
閉
鎖
と
な
り
、
そ
の
後
は
太
政
官
庁
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
眛
。
宮
中
年
中
行
事
に
は
釈
奠
は
二
月
と
八
月
、
春
秋
二
回
行
わ
れ
、
現
在
も
西
暦
に
読
み
替
え
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
恒
常
的
な
礼
拝
空
間
、
言
い
換
え
る
な
ら
常
設
空
間
で
の
催
事
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
足
利
学
校
に
お
い
て
も
孔
子
を
祀
る
大
成
殿
が
設
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
寛
文
八（
一
六
六
八
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
孔
子
祭
祀
の
空
間
が
常
設
す
る
事
例
は
歴
史
的
に
は
林
羅
山
の
忍
岡
聖
堂
の
寛
永
九（
一
六
三
二
）年
開
廟
が
最
初
で
あ
る
。
翌
年
徳
川
義
直
が
名
古
屋
城
内
に
聖
堂
「
金
声
玉
振
閣
」眷
を
建
立
し
た
。
両
社
と
も
現
存
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
孔
子
祭
祀
の
在
り
方
と
は
異
な
る
礼
拝
空
間
が
成
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
で
は
儒
教
は
中
世
に
お
い
て
禅
宗
の
修
養
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
、
足
利
学
校
に
お
い
て
も
庠
主
は
禅
僧
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
山
に
お
い
て
も
儒
教
に
つ
い
て
の
学
識
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
禅
僧
の
教
養
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
以
降
に
お
け
る
儒
教
の
礼
拝
空
間
に
対
す
る
考
え
方
は
大
陸
と
も
東
ア
ジ
ア
の
周
辺
諸
国
と
も
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
推
論
す
る
。
さ
て
、
我
が
国
と
相
違
し
、
大
陸
で
は
孔
子
が
生
誕
し
、
大
司
寇
と
し
て
仕
え
た
魯
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
孔
子
廟
が
あ
る
。
曲
阜
に
は
孔
子
の
末
裔
が
住
み
、
孔
廟
（
孔
子
廟
）、
孔
府
、
孔
林
が
あ
り
、
孔
府
は
孔
子
歴
代
の
直
系
が
居
宅
と
し
、
孔
林
は
歴
代
の
墓
所
で
あ
り
、
三
孔
と
言
わ
れ
、
現
在
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
曲
阜
の
孔
廟
で
は
大
成
殿
に
は
孔
子
の
肖
像
彫
刻
が
拝
殿
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
。
一
方
、
北
京
孔
廟
は
大
成
殿
中
央
に
木
主
が
置
か
れ
て
い
る
。
孔
子
廟
は
大
陸
に
お
い
て
は
孔
廟
、
ま
た
関
帝
廟
を
武
廟
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
文
廟
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
南
京
で
は
孔
夫
子
の
尊
称
か
ら
夫
子
廟
の
呼
称
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
孔
子
の
祭
祀
を
行
う
常
設
の
場
が
、
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曲
阜
に
設
け
ら
れ
て
以
降
、
各
地
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
我
が
国
で
は
近
世
に
至
っ
て
孔
子
廟
が
成
立
し
た
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
、
儒
教
を
主
導
し
た
の
が
徳
川
家
康
に
招
請
さ
れ
た
林
羅
山
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
を
庇
護
し
、
忍
岡
聖
堂
に
孔
子
座
像
（
図
５
）
な
ら
び
に
歴
聖
大
儒
像
（
図
６
）
を
奉
納
し
た
徳
川
義
直
で
あ
っ
た
。
羅
山
に
は
儒
服
を
ま
と
っ
た
肖
像
が
み
ら
れ
る
が
、
孔
子
廟
の
外
観
は
我
が
国
の
寺
院
の
構
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
、
ま
た
、
現
在
の
湯
島
聖
堂
の
地
に
移
転
し
て
建
て
ら
れ
た
孔
子
廟
内
の
大
成
殿
も
文
献
資
料
に
見
ら
れ
る
図
面
か
ら
は
禅
宗
様
で
の
建
立
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
当
初
の
儒
教
聖
殿
は
禅
宗
寺
院
の
内
陣
と
同
様
に
孔
子
の
彫
像
が
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
る
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
足
利
学
校
像
、
忍
岡
聖
堂
孔
子
像
（
の
ち
の
湯
島
聖
堂
像
）
は
い
ず
れ
も
仏
師
に
よ
る
制
作
で
あ
っ
た
。
造
像
の
背
景
を
考
え
る
と
、
近
世
以
前
で
は
禅
宗
の
環
境
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仏
像
以
上
に
頂
相
彫
刻
（
高
僧
の
肖
像
制
作
）
が
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
孔
子
も
ま
た
肖
像
彫
刻
と
し
て
の
造
像
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
は
大
成
殿
本
尊
と
し
て
の
孔
子
像
が
、
孔
子
坐
像
と
し
て
成
立
し
た
の
も
、
結
跏
趺
坐
す
る
仏
像
彫
刻
と
同
様
の
表
現
と
み
な
し
た
い
。
近
世
に
お
け
る
孔
子
廟
の
成
立
は
大
陸
の
孔
子
廟
の
大
成
殿
に
至
る
仰
高
門
、
入
徳
門
、
杏
壇
門
な
ど
と
模
倣
し
な
が
ら
も
、
大
陸
は
塑
像
で
作
ら
れ
、
倚
像
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
礼
拝
空
間
に
お
け
る
孔
子
像
の
姿
形
は
明
ら
か
に
相
違
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
五
、
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
礼
拝
空
間
我
が
国
の
場
合
、
科
挙
試
験
を
重
視
す
る
大
陸
と
は
相
違
し
、
古
代
社
会
は
官
職
が
貴
族
に
よ
る
世
襲
と
な
っ
て
い
っ
た
た
め
、
儒
教
が
大
陸
の
よ
う
に
官
職
の
進
級
に
用
い
ら
れ
た
の
と
相
違
し
て
、
大
学
寮
に
お
け
る
宮
中
年
中
行
事
の
儀
式
と
し
て
の
位
置
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
ま
た
、
中
世
以
降
で
は
禅
宗
が
儒
教
を
教
養
と
し
て
学
ん
だ
が
、
儒
教
自
体
が
自
立
し
て
存
在
す
る
環
境
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
大
陸
の
よ
う
に
木
主
を
崇
拝
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
は
来
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
我
が
国
の
礼
拝
空
間
の
在
り
方
は
仏
教
か
ら
学
ん
だ
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
孔
子
像
の
彫
像
と
し
て
の
在
り
方
も
仏
像
に
倣
う
意
識
が
働
い
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
を
法
隆
寺
に
見
る
と
、
そ
の
伽
藍
配
置
は
中
門
の
中
に
は
左
手
に
塔
、
右
手
に
金
堂
、
中
央
奥
に
講
堂
が
位
置
し
て
い
る
。
我
が
国
の
初
期
仏
教
は
顕
教
と
言
い
、
釈
迦
を
中
心
に
し
た
造
形
で
あ
る
。
塔
に
は
釈
迦
の
骨
で
あ
る
仏
舎
利
が
納
め
ら
れ
、
金
堂
は
釈
迦
の
肉
体
を
形
象
し
た
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
釈
迦
の
姿
は
大
陸
か
ら
学
ん
で
き
た
が
、
相
貌
や
体
躯
は
時
代
様
式
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
。
我
が
国
は
典
拠
と
な
る
様
式
を
大
陸
に
学
ん
で
造
像
を
行
う
こ
と
で
、
釈
迦
の
肉
体
を
実
体
化
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
我
が
国
の
造
像
の
在
り
方
、
ま
た
礼
拝
空
間
の
構
成
の
在
り
方
は
寺
院
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
孔
子
廟
の
中
心
に
位
置
す
る
大
成
殿
に
孔
子
の
彫
像
を
求
め
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
孔
子
を
木
主
で
表
す
こ
と
と
塔
で
釈
迦
を
表
す
こ
と
を
同
義
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
孔
子
像
（
彫
像
）
は
釈
迦
如
来
と
同
様
に
形
象
で
あ
る
か
ら
、
祈
る
対
象
が
木
主
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
孔
子
の
位
牌
で
あ
る
か
、
孔
子
の
姿
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
初
頭
の
礼
拝
空
間
で
あ
る
大
成
殿
に
は
本
尊
と
し
て
孔
子
の
姿
が
望
ま
れ
、
釈
奠
が
孔
子
に
対
し
捧
げ
ら
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
さ
て
、
釈
奠
に
つ
い
て
、
湯
島
聖
堂
を
例
に
考
え
を
ま
と
め
た
い
。
湯
島
聖
堂
は
寛
永
九（
一
六
三
二
）年
に
林
羅
山
が
上
野
忍
岡
に
先
聖
殿
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
林
羅
山
の
私
邸
内
に
置
か
れ
た
先
聖
殿
に
は
現
在
の
湯
島
聖
堂
内
陣
荘
厳
の
諸
像
が
す
で
に
備
わ
っ
て
お
り
、
万
治
三（
一
六
六
○
）年
に
は
幕
府
が
先
聖
殿
、
学
寮
の
再
建
、
正
殿
、
杏
壇
門
、
入
徳
門
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
元
禄
元（
一
六
八
八
）年
に
は
狩
野
益
信
に
よ
る
「
賢
儒
図
像
」
扁
額
十
六
面
が
東
西
両
廡
に
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
年
十
一
月
、
第
五
代
将
軍
綱
吉
が
先
聖
殿
に
参
詣
し
、
公
式
行
事
と
な
る
に
及
ん
で
幕
府
教
学
の
拠
点
と
な
っ
た
観
が
あ
る
。元
禄
三（
一
六
九
○
）年
、
幕
府
は
新
聖
堂
建
立
を
決
議
、
昌
平
坂
の
地
に
聖
堂
建
築
が
着
工
し
、
翌
年
正
月
に
湯
島
聖
堂
大
成
殿
が
落
成
し
、
忍
岡
聖
堂
か
ら
孔
子
像
並
び
に
四
配
像
が
遷
座
さ
れ
、
歴
聖
大
儒
像
、
扁
額
等
も
移
さ
れ
、
同
年
二
月
に
移
転
後
最
初
の
釈
奠
が
行
わ
れ
た
。
元
禄
十
六（
一
七
○
三
）年
に
大
地
震
、
火
災
に
よ
り
、
大
成
殿
、
学
舎
が
消
失
。
孔
子
像
並
び
に
四
配
像
、
木
主
は
助
か
っ
た
が
、「
賢
儒
図
像
」
扁
額
は
焼
失
し
、
翌
年
十
一
月
に
大
成
殿
が
再
建
さ
れ
、
扁
額
も
狩
野
常
信
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
。
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
釈
奠
の
本
尊
は
寛
永
九（
一
六
三
二
）年
に
成
立
し
た
忍
岡
聖
堂
の
孔
子
坐
像
で
あ
る
。
造
像
に
つ
い
て
は
三
山
進
氏
の
論
文
「
近
世
七
条
仏
所
の
幕
府
御
用
を
め
ぐ
っ
て
│
新
出
の
資
料
を
中
心
に
│
」眸
に
「
一
、
寛
永
九
年
上
野
弘
文
院
五
聖
人
(5)
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御
木
像
奉
為
彫
刻
、
極
粉
色
玉
眼
入
孔
子
御
長
弐
尺
壱
寸
中
尊
脇
立
子
思
顔
子
曽
子
孟
子
四
躰
御
長
弐
尺
右
者
前
尾
州
太
守
大
納
言
様
被
為
仰
付
候
調
進
大
佛
師
廿
三
世
左
京
法
眼
康
音
作
」
と
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
上
野
の
孔
子
廟
の
孔
子
坐
像
並
び
に
子
思
顔
子
曽
子
孟
子
の
四
配
像
の
注
文
主
が
尾
張
大
納
言
徳
川
義
直
で
、
七
条
大
仏
師
康
音
が
制
作
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
曲
阜
孔
廟
大
成
殿
の
孔
子
像
は
塑
造
で
あ
り
、
対
し
て
わ
が
国
で
は
寄
木
造
で
あ
っ
た
。
湯
島
聖
堂
で
は
寛
政
十
二（
一
八
○
○
）年
に
十
哲
の
木
主
並
び
に
「
賢
儒
図
像
」
扁
額
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
陸
の
よ
う
に
木
主
を
敬
仰
す
る
姿
勢
と
異
な
り
、
孔
子
の
姿
が
釈
奠
の
対
象
と
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
湯
島
聖
堂
の
釈
奠
に
つ
い
て
は
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
聖
堂
伝
来
品
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
四（
一
八
九
一
）年
に
湯
島
聖
堂
が
竣
工
し
、
そ
の
年
の
二
月
に
釈
奠
の
礼
が
行
わ
れ
、
将
軍
綱
吉
自
ら
が
経
書
を
講
じ
た
。
そ
の
折
に
、「
祭
器
及
び
諸
具
も
こ
の
時
諸
侯
に
命
じ
て
調
整
献
納
せ
し
め
た
た
め
、
釈
奠
器
の
形
式
も
整
備
さ
れ
た
」
と
よ
う
で
あ
る
が
、
次
い
で
博
物
館
に
現
存
す
る
祭
器
の
多
く
は
安
永
元（
一
七
七
二
）年
に
大
火
に
よ
り
大
成
殿
が
全
焼
し
、
諸
像
、
諸
額
は
焼
失
を
免
れ
た
が
祭
器
が
全
焼
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大
成
殿
の
祭
器
は
「
安
永
年
間
（
一
七
七
二
ー
八
一
）
に
元
禄
の
制
に
則
っ
て
再
編
さ
れ
た
」
睇
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
釈
奠
器
は
ま
さ
に
諸
侯
か
ら
の
献
納
物
と
し
て
、
蒔
絵
や
真
鍮
に
よ
る
当
世
品
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
爵
や
尊
な
ど
は
孔
子
の
頃
の
時
代
様
式
を
倣
古
し
た
意
匠
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
林
家
が
祭
主
で
大
学
寮
以
来
の
礼
拝
を
行
っ
て
き
た
が
、
寛
政
二（
一
七
九
○
）年
に
朱
子
学
以
外
の
講
義
が
禁
じ
ら
れ
（
寛
政
異
学
の
禁
）、
ま
た
寛
永
九（
一
七
九
七
）年
五
月
に
林
家
当
主
信
敬
が
急
逝
し
、
以
降
は
幕
府
の
儒
官
が
祭
事
を
担
当
し
、
寛
政
十
二（
一
八
○
○
）年
に
『
釈
奠
私
儀
』
を
作
成
し
、
聖
堂
改
革
が
幕
府
主
導
で
進
め
ら
れ
た
。さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
釈
奠
は
江
戸
時
代
に
林
羅
山
に
よ
っ
て
、
神
儒
一
致
思
想
が
広
が
る
。
羅
山
は
、
著
書
で
あ
る
『
本
朝
神
社
考
』睚
に
お
い
て
、
吉
田
神
道
の
神
道
を
主
と
し
、
仏
教
を
従
属
す
る
も
の
と
説
く
思
想
を
非
難
し
、
儒
教
と
神
道
と
を
一
致
さ
せ
た
理
論
を
展
開
し
、
儒
家
の
間
に
神
道
と
儒
教
思
想
と
の
一
致
を
説
く
者
が
多
く
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
神
道
家
に
も
影
響
し
、
神
儒
一
致
は
吉
田
神
道
を
基
に
し
て
、
仏
教
を
切
り
離
し
儒
教
的
教
義
を
導
入
し
、
新
た
に
吉
川
神
道
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
伊
勢
神
道
に
お
い
て
も
、
度
会
延
佳
に
よ
っ
て
儒
学
思
想
を
導
入
し
、
神
主
儒
従
と
す
る
度
会
神
道
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
儒
教
が
我
が
国
に
本
格
的
に
受
容
さ
れ
、
神
道
と
の
異
化
、
同
化
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
我
が
国
な
ら
で
は
の
在
り
方
が
模
索
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
釈
奠
は
孔
子
を
は
じ
め
先
聖
、
先
師
を
祀
る
儀
式
を
さ
す
が
、
特
に
わ
が
国
で
は
孔
子
を
祀
る
儀
式
と
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
の
湯
島
聖
堂
で
は
孔
子
を
祀
る
釈
奠
で
は
生
贄
と
し
て
鯉
、
そ
の
ほ
か
釈
菜
、
酒
が
器
に
盛
ら
れ
、
神
田
明
神
の
神
主
が
祭
官
と
し
て
、
孔
子
の
霊
を
呼
び
、
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
祭
器
は
孔
子
が
生
き
た
時
代
の
銅
器
の
様
式
で
、
二
五
○
○
年
の
時
を
超
え
、
礼
拝
の
場
は
過
去
と
現
在
が
つ
な
が
る
共
時
的
な
空
間
が
演
出
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
古
代
の
釈
奠
で
の
祭
祀
と
相
違
し
、
近
代
で
は
孔
子
が
礼
拝
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
方
は
足
利
学
校
を
端
緒
と
す
る
が
、
そ
の
孔
子
坐
像
の
祀
り
方
に
つ
い
て
、
記
録
的
に
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
足
利
学
校
が
孔
子
廟
、
大
成
殿
を
設
け
る
の
は
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
の
こ
と
で
、
そ
の
折
の
整
備
に
つ
い
て
は
林
鵞
峯
著
『
国
史
舘
日
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
祭
祀
空
間
は
林
家
の
忍
岡
聖
堂
に
倣
っ
た
も
の
推
論
で
き
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
る
「
聖
廟
祭
場
図
」（
明
治
時
代
）
に
は
湯
島
聖
堂
大
成
殿
と
同
様
に
、
孔
子
と
四
配
を
祀
る
礼
拝
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
湯
島
聖
堂
大
成
殿
は
元
禄
四（
一
六
九
一
）年
に
落
成
し
、
そ
の
年
に
忍
岡
聖
堂
か
ら
孔
子
並
び
に
四
配
像
が
遷
座
し
た
。
同
年
菱
川
派
に
よ
り
移
転
し
た
ば
か
り
の
湯
島
聖
堂
の
礼
拝
空
間
が
「
聖
堂
之
畫
圖
」睨
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
図
で
は
忍
岡
聖
堂
か
ら
遷
座
し
た
孔
子
並
び
に
四
配
像
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
画
中
の
大
成
殿
に
は
厨
子
の
中
に
袞
服
に
冕
冠
を
付
け
た
皇
帝
に
準
ず
る
位
階
に
昇
格
し
た
孔
子
倚
像
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら
か
と
し
な
い
が
、
大
成
殿
は
元
禄
十
六（
一
七
○
三
）
年
に
起
き
た
大
地
震
で
焼
失
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
孔
子
並
び
に
四
配
像
は
救
出
さ
れ
た
と
し
、
翌
年
に
大
成
殿
を
再
建
し
、
安
置
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
湯
島
聖
堂
が
開
廟
し
た
当
時
、
閑
谷
学
校
、
多
久
聖
廟
で
新
た
な
孔
子
像
が
制
作
さ
(6)
40 儀礼空間の表象─日本の孔子像の変遷について─
れ
、
そ
の
図
様
は
「
聖
堂
之
畫
圖
」
の
孔
子
廟
に
酷
似
し
た
造
形
で
あ
っ
た
。
湯
島
聖
堂
の
孔
子
坐
像
は
魯
の
大
司
寇
で
あ
っ
た
孔
子
の
姿
を
現
し
、
司
寇
冠
で
位
階
を
表
し
て
い
る
。
す
で
に
江
戸
時
代
に
は
、
大
陸
で
は
孔
子
の
位
階
昇
格
が
行
わ
れ
て
お
り
、
陳
鎬
選
、
孔
貞
叢
著
『
闕
里
志
』
に
は
官
位
を
表
す
表
現
と
し
て
皇
帝
に
準
ず
る
袞
服
、
冕
冠
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
明
代
に
成
立
し
た
本
書
が
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
寛
永
九（
一
六
三
二
）年
造
像
の
折
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
湯
島
聖
堂
に
移
転
し
た
折
に
は
『
闕
里
志
』
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
で
き
、
そ
れ
が
先
述
し
た
「
聖
堂
之
畫
圖
」
に
み
ら
れ
る
孔
子
像
に
反
映
し
た
も
の
と
も
推
論
で
き
る
。
閑
谷
学
校
は
藩
主
池
田
光
政
の
命
に
よ
り
設
立
し
た
庶
民
教
育
の
学
校
で
、
同
地
に
藩
主
を
祀
る
芳
烈
祠
が
あ
り
、
隣
接
し
て
孔
子
廟
が
元
禄
十
四（
一
七
○
一
）年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
廟
内
部
に
は
朱
塗
り
の
八
角
形
の
厨
子
を
聖
龕
と
し
、
金
銅
製
の
孔
子
倚
像
睫
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
殿
内
は
孔
子
像
だ
け
を
祀
る
礼
拝
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
久
聖
廟
も
閑
谷
学
校
像
と
同
様
の
姿
で
、
聖
龕
も
同
様
の
つ
く
り
で
、
孔
子
倚
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
祈
り
の
対
象
は
孔
子
像
に
特
化
し
た
礼
拝
空
間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
多
久
聖
廟
も
ま
た
造
像
年
代
が
元
禄
十
四
年
で
、
藩
主
多
久
成
文
は
同
年
『
文
廟
記
』
を
著
し
、
閑
谷
学
校
同
様
に
京
都
の
儒
学
者
中
村
埖
斎
に
依
頼
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
釈
奠
と
相
違
し
、
特
に
近
世
に
お
い
て
は
林
羅
山
が
朱
子
学
に
基
づ
く
礼
拝
空
間
を
創
出
し
て
き
た
。
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
釈
奠
の
折
に
は
孔
子
並
び
に
四
配
像
、
そ
れ
に
十
哲
の
木
主
、
そ
の
周
囲
に
邵
子
、
周
子
、
程
伯
子
、
程
叔
子
、
張
子
、
朱
子
の
宋
時
代
の
儒
者
六
名
の
画
幅
が
掛
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
朱
子
学
が
幕
府
教
学
と
し
て
重
用
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
陸
に
み
ら
れ
な
い
孔
子
坐
像
が
仏
師
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
、
江
戸
初
期
に
は
ま
だ
禅
宗
様
式
が
表
現
の
う
え
で
は
主
導
的
で
あ
っ
た
。
儒
教
の
自
立
は
林
羅
山
に
よ
る
も
の
で
、
幕
府
教
学
へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
著
書
『
本
朝
神
社
考
』
に
み
る
仏
教
に
依
ら
な
い
、
神
儒
一
致
思
想
が
近
世
的
な
の
新
た
な
孔
子
祭
祀
の
在
り
方
を
方
向
付
け
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
湯
島
聖
堂
草
創
期
に
閑
谷
学
校
、
多
久
聖
廟
が
建
立
さ
れ
、『
聖
堂
之
畫
圖
』
に
み
る
孔
子
像
が
迎
え
ら
れ
礼
拝
空
間
を
飾
っ
た
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
儒
教
の
祭
祀
空
間
が
孔
子
像
に
特
化
し
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
は
第
六
九
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
礼
拝
空
間
│
超
越
者
と
対
峙
す
る
場
の
創
造
│
」
に
お
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
改
め
て
見
直
し
、
小
論
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
高
覧
を
仰
ぎ
、
斯
界
の
研
究
者
の
ご
示
教
、
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。
註盧
『
西
域
通
覧
』
長
征
出
版
社
、
四
五
頁
、
二
○
○
四
年
八
月
。
盪
人
民
網
日
本
語
版
二
○
一
六
年
一
一
月
一
八
日
「
江
西
省
の
西
漢
海
昏
侯
墓
、
最
古
の
孔
子
像
が
発
見
」、
二
○
一
七
年
一
月
一
六
日
、「
前
漢
・
海
昏
侯
墓
で
孔
子
像
が
描
か
れ
た
鏡
が
発
見
」
蘯
武
氏
は
殷
王
武
丁
の
後
裔
。
後
漢
時
代
は
任
城
（
嘉
祥
県
）
の
豪
族
と
し
て
し
ら
れ
た
。
武
氏
祠
は
後
漢
桓
帝
建
和
元（
一
四
七
）年
か
ら
霊
帝
建
寧
元（
一
六
八
）年
頃
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
盻
懸
空
寺2011-12-1615:37:22
山
西
省
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
（
山
西
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
http://jp.eshanxi.gov.cn/visitors/travel/siteseeing/261905.shtm
l
眈
一
九
二
○（
大
正
九
）年
「
日
本
會
常
會
」
に
お
け
る
塚
本
靖
講
演
記
録
「
孔
子
の
像
に
つ
い
て
」
『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
第
７
輯
付
録
一
九
二
○
年
五
月
。
眇
「
孔
子
の
像
に
就
い
て
」
工
学
博
士
塚
本
靖
、
帝
室
博
物
館
発
行
、
一
ー
二
三
頁
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
日
、
眄
『
宋
濂
全
集
』
第
１
冊
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
ー
二
一
頁
、
一
九
九
九
年
一
二
月
。
眩
『
史
窓
』
第
五
八
号
、
都
女
子
大
学
史
学
研
究
室
、
一
九
七
ー
二
○
八
頁
、
二
○
○
一
年
二
月
一
○
日
。
眤
『
江
家
次
第
』
第
五
、
二
ー
三
頁
、
承
応
二
年
跋
、
京
都
大
学
図
書
館
本
眞
『
学
校
』
第
二
号
、
史
跡
足
利
学
校
「
研
究
」
紀
要
、
二
三
一
ー
二
六
三
頁
、
二
○
○
二
年
三
月
。
眥
前
掲
眄
『
宋
濂
全
集
』
眦
『
川
村
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
一
号
、
二
○
九
ー
二
二
六
頁
、
一
九
九
一
年
三
月
。
眛
前
掲
、
翠
川
文
子
著
『
川
村
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
一
号
、
二
○
九
―
二
二
六
頁
、
一
九
九
一
年
三
月
。
眷
名
古
屋
外
国
語
大
学
教
授
鵜
飼
久
代
著
「
徳
川
義
直
と
学
問
」『
新
修
名
古
屋
市
史
だ
よ
り
』
三
二
号
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
、
一
―
五
頁
、
二
○
一
四
年
三
月
。
(7)
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眸
『
鎌
倉
』
第
八
十
号
、
鎌
倉
文
化
研
究
会
、
一
九
九
六
年
、
一
―
四
四
頁
。
睇
『
特
別
陳
列
湯
島
聖
堂
伝
来
釈
奠
器
』
東
京
国
立
博
物
館
一
九
九
一
年
。
睚
『
本
朝
神
社
考
』
林
道
春
（
羅
山
）
著
、
改
造
社
、
一
―
三
三
八
頁
、
一
九
四
二
年
。
睨
「
聖
堂
之
畫
圖
」
は
東
京
都
立
図
書
館
、
玉
川
大
学
教
育
博
物
館
等
で
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
参
照
願
い
た
い
。
http://w
w
w
.library.m
etro.tokyo.jp/portals/0/edo/tokyo_
library/upim
age/big/029.
jpg
http://w
w
w
.tam
agaw
a.ac.jp/m
useum
/archive/1990/001.htm
l
睫
拙
著
「
閑
谷
学
校
大
成
殿
孔
子
像
に
つ
い
て
」『「
礼
拝
空
間
に
お
け
る
儒
教
美
術
の
総
合
的
研
究
」
調
査
報
告
論
文
集
』
七
―
一
八
頁
、
二
○
一
四
年
三
月
。
（
も
り
や
ま
さ
ひ
こ
）
(8)

37藝叢32(10)
図４．孔子倚像 明代 曲阜孔子廟大成殿
図５．湯島聖堂大成殿 本尊 孔子像
36 儀礼空間の表象─日本の孔子像の変遷について─ (11)
図６．狩野山雪筆「歴世聖大儒像」六幅 筑波大学所蔵
周子 程叔子 邵子
朱子 張子 程伯子
35藝叢32
図７．閑谷学校大成殿 孔子像
(12)
